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ラメータである。そこで，2002 年 6 月から 15 年間に南西諸島で発生した地震の𝑓𝑓𝑐𝑐を推定した。推定した𝑓𝑓𝑐𝑐




測地学的に推定されているトカラギャップの圧縮域に当たる。また，南西諸島で発生した短期的 slow slip 
event (SSE)はこの領域では発生していないことから，SSEのバリアになっていると考えられる。 
上述の推定した𝑓𝑓𝑐𝑐を用いて，P 波と S 波のスペクトルから，周波数依存性を考慮した𝑄𝑄の情報を含む減衰
































生した短期的 SSE の断層モデルを重ねると，高減衰域と一致することから，PHS スラブから供給された流体
が SSEの発生に大きく関わっていることが示唆される。また，トカラ列島から九州南端にかけての火山活動が
活発な地域のマントルから地殻において，強い高減衰域が見られ，PHSスラブ直上から火山や沖縄トラフに向
けた流体・高温物質の供給を表していると考えられる。 
第３部では，南西諸島における広域の地震動数値シミュレーションのための地下構造モデルを構築した。そ
の際，地震波速度構造モデルは既存の最新の研究結果をコンパイルして構築し，減衰モデルは上のトモグラ
フィの結果から算出した地殻，マントル，スラブ各層の𝑄𝑄の平均値に基づいて設定した。構築した構造モデル
の有効性を調べるため，２つの実地震を仮定して，３次元差分法を用いた地震動シミュレーションを実施し，
今回構築したモデルの有効性を確認した。 
以上の成果は，地震学の発展に大きく寄与するものであり，博士（理学）の学位に値すると判断する。 
